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ICD（International Classification of Disease）では 
第9版（1978）から，アメリカ精神医学会による
診断と統計のマニュアルである DSM（Diagnostic 





































































































































医療系Ａ大学 19 105 125 249
非医療系Ｂ大学 267 50 10 327
















































































経験の内容　　 ＼　　経験率（％） 身体障害 精神障害 性同一性障害
障害者の施設（病院，クリニックを含む）を訪問した 45.1 20.2 1.4
障害者のためのボランティアやクラブ活動をした 28.9 11.0 1.3
障害や障害者について学んだ 80.5 56.7 31.9
障害のある人を身近に知っている 37.8 19.4 18.3
障害／障害者を描いた文章や映像作品を，関心を持って見た 67.1 40.8 40.6
　　　　　　　　　５項目計　　　　　　　　　平均値 2.59 1.49 0.94















身体障害 （N=583） 精神障害 （N=432） 性同一性障害 （N=379）
因子1 因子2 因子3 共通性 因子1 因子2 因子3 共通性 因子1 因子2 因子3 共通性
社会的不利 容易な　―　困難な .79 .17 .04 .66 .78 .13 -.12 .64 .19 .72 -.19 .62
自由な　―　不自由な .80 .12 .00 .68 .77 .14 -.12 .63 -.17 .79 .17 .61
有利な　―　不利な .78 -.19 .03 .60 .71 .03 -.09 .52 .03 .75 .01 .56
尊敬みすぼらしい　―　立派な -.04 .79 .06 .63 .07 .81 .07 .66 .82 .02 -.04 .66
怠けている　―　頑張っている .33 .62 -.23 .60 .46 .72 .06 .64 .65 .32 .09 .53
尊敬できない　―　尊敬できる .00 .78 .16 .66 -.02 .70 .22 .57 .85 -.07 -.04 .71
身近さわかりにくい　―　わかりやすい .25 -.11 .86 .66 -.08 .04 .72 .55 .20 -.21 .35 .28
縁遠い　―　身近な -.08 .08 .49 .29 -.46 .47 -.53 .63 -.11 .08 .89 .73
特別な　―　ふつうの -.41 .38 -.06 .26 -.18 .26 .52 .44 .23 .00 .50 .35
話しづらい　―　話しやすい -.22 .23 .61 .57 -.34 .23 .51 .54 .63 -.18 .14 .52
初期の固有値 2.52 2.04 1.05 2.73 2.04 1.04 2.67 1.94 0.97
固有値寄与率（％） 25.15 20.35 10.53 27.27 20.44 10.39 26.67 19.39 9.71
回転後の負荷量平方和 2.40 1.97 1.67 2.39 2.08 1.65 2.51 1.95 1.56
因子間相関 1 0.11 -0.31 1 -0.14 -0.16 1 -0.03 0.25
0.11 1 0.12 -0.14 1 0.11 -0.03 1 -0.22




平均 SD 平均 SD 平均 SD
社会的不利 5.04 0.89 4.71 0.84 4.28 0.71 F（1.80, 1123.15）=223.07***
尊敬 4.83 0.84 4.24 0.76 4.30 0.77 F（1.97, 1230.68）=178.28***







社会的不利 .18 *** .19 *** .28 ***
尊敬 .15 *** .17 *** .19 ***

















社会的不利 0.94 1.96* 0.21
尊敬 1.30 1.88 0.00
身近さ 1.88 0.69 -0.64
ボランティアやクラブ活動
社会的不利 -0.71 0.41 0.03
尊敬 1.19 2.26* 0.92
身近さ 1.86 0.82 -0.37
障害や障害者について学んだ
社会的不利 0.71 1.91 1.01
尊敬 2.39* 3.44*** 2.44*
身近さ 2.47* 4.14*** 2.68**
障害者を身近に知っている
社会的不利 -2.36* 0.26 -1.95
尊敬 0.90 1.71 3.38***
身近さ 4.22*** 5.71*** 9.48***
文章や映像作品を，関心を持って
見た
社会的不利 1.04 0.61 2.20*
尊敬 5.67*** 3.43*** 4.04***





































































































4）性同一性障害の人は，自分の性別に対する意識があいまいであるか，または一貫していない × 51.9 n.s.



















17）性同一性障害と診断された人は，一定の条件を満たせば戸籍上の性別表記を訂正することができる ○ 70.8 n.s.




3）性同一性障害の人は，自分の身体的な性別が，自分にとって不適切ないし不快であると感じている ○ 78.3 n.s.
6）性同一性障害とは，その名称と症状の両面で，正式な医学的疾患として認知されている ○ 78.7 n.s.
13）性同一性障害の治療は，現在ではすべて保険適用の範囲内でおこなえる × 79.4 n.s.





10）性同一性障害ではないかと思った人は，まず泌尿器科を受診すべきである × 92.1 n.s.
18項目全体での正答率（％） 70.33 （SD=13.05）


















































































†1） アメリカ精神医学会の診断基準であるDSM（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders）の最新版29） 
では「性同一性障害（Gender Identity Disorder）」から「性別違和（Gender Dysphoria）」へと呼称の変更がおこ
なわれている30）．しかし，日本における法令上および行政上の呼称は2015年3月時点で変更がなされておらず，専
門学会でも同様であるため31），本稿では「性同一性障害」と記載する．



































































29） American Psychiatric Association：Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, Fifth Edition, DSM-5 . 




32） 藤井ひろみ，桂木祥子，はたちさこ，筒井真樹子執筆・編：医療・看護スタッフのための LGBTI サポートブック，
初版，メディカ出版，大阪，2007.
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